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高強度のテラヘルツ波は、分極誘起や相変化などの物性制御や、非線形分光などを可能にする

光源として注目されている。高強度テラヘルツ波の発生手法としては光パルスから差周波発生を

用いて発生させる方法が知られており、中でも Dimethylamino-4'-N'-methylstilbazolium tosylate 

(DAST)などの有機非線形光学結晶は高い変換効率を持つことが知られる[1]。しかし、高強度の光

パルスで結晶を励起すると、テラヘルツ発生効率が低下することが報告されていた[2]。本研究で

はテラヘルツ波発生効率の光パルス強度依存性を計算により求め、実験結果との比較から差周波

発生と同時に発生する非線形光学効果とその寄与について分析した。 

図 1は中心波長 1500 nmの光パルスで DAST 結晶を励起して得られたテラヘルツ波発生効率の

ポンプ光強度依存性である。ポンプ光フルエンス 3 mJ/cm2以上では発生効率の飽和がみられる。

また透過光強度に関しても同様の飽和がみられたことからポンプ光の非線形吸収の存在が示唆さ

れる。ポンプ光の 2 光子吸収と、DAST 結晶内でポンプ光の線形および 2 光子吸収により励起さ

れたキャリアによる THz 波の吸収を仮定して発生効率の強度依存性を求めたものを図 2 に示す。

ポンプ光フルエンス 3 mJ/cm2以上での発生効率の飽和が再現され、これらはテラヘルツ波発生効

率の低下の要因であると推定された。 

また、本発表ではフォトン利用効率が 1 に近いとき無視できなくなる差周波発生によるポンプ

光の減衰とそれに伴うスペクトル変化[3]についても議論する。 
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Fig. 1. Experimental THz generation efficiency 

dependence on pump fluence. 

Fig. 2. Calculated THz generation efficiency 

dependence on pump fluence. 
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